
1セッション② 地域ぐるみでの脱炭素経営支援体制構築事業

愛媛県 今治市様

モデル地域プレゼン



2

地域ぐるみでの
脱炭素経営支援体制「今治モデル」

－ 令和７年度の取組 －

令和8年３月５日

今治市

脱炭素経営フォーラム2025
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３つの特徴を持つ、汎用性の高いモデル
① 支援機関が座組を構築し、無理のない範囲（業務の延長）で役割分担して支援を実施
② 意識変容～行動変容～行動サポートまで一貫した支援PGを提供（PGは既存サービスの組合せ）
③ コミュニティ（人材エンパワメント）で脱炭素経営を推進（地域で仲間をつくりながら）

脱炭素経営支援体制「今治モデル」とは

別添２ 地域ぐるみでの支援体制構築ガイドブック _令和６年度採択地域の事例集より

＋
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プログラムを修了した

脱炭素経営人材の集団

脱炭素経営支援プログラム

意識変容プログラム 行動変容プログラム

認定した翌年度もコミュニティ
のスキルアップ（人材育成）
事業を実施（2層構造）
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東京海上日動火災保険様が主体。今治市は、事業の心構えや、一部PGの実演、次年度以降事業継続に向けた方向性等をアドバイス

県内２市町へ今治モデルを横展開

令和7年度（過年度横展開事業枠）
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取組２年目で様々な効果が発現
① バリグリ (脱炭素経営の推進役)が国、県、市の脱炭素施策を利用
② バリグリが市内外で情報発信 (R6応募申請時の姿を実現)
③ 県内２市町へも横展開 (前述)、様々な場面で顕彰され、さらなる好循環が発現

脱炭素経営支援体制「今治モデル」とは

今治モデルの拡がり

◼ 10月21日＠高松でのLS四国
ネットワーキング会で出展

(LS四国主催)
◼ ２月24日＠愛媛県松山市

でのえひめゼロカーボン
取組共有・交流会

(愛媛県主催)

愛媛県より

◼ 内子町での今治モデル実証
(R7地域ぐるみ事業)

◼ 八幡浜市での今治モデル実証
(R7地域ぐるみ事業)

◼ 日経MOOKに
今治モデル掲載

日経BOOKPLUS

×

◼ タオルメーカーが
(国)再エネ交付金活用

×

◼ 旅館業者が
県施策利用

×

◼ 市内事業者が
市の施策導入

◼ ２月13日＠今治市での
バリグリFES2025！での
脱炭素施策成果報告会

(市主催)

◼ ３月２日＠西条市での
官民共創セミナー登壇

(愛媛銀行主催)

愛媛銀行より

◼ 第５回LS四国表彰受賞
(審査員特別賞)
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脱炭素×人材エンパワメントという仮説が検証できた
① ピークカット（守りの脱炭素）が従業員の創意工夫をあと推し …省エネの積み重ねが「『結果』脱炭素経営に」
② 生産ラインの分散稼働で従業員が分散出勤 …従業員のQOL向上（休みやすい、働きやすい）
③ 就職説明会でエピソードを話すことで、地元高校生が当該会社へ就職（雇用促進に寄与）

脱炭素オープンファクトリー（スキルアップPGとしてバリグリ１期生の工場見学）


	スライド 1
	スライド 2: 地域ぐるみでの 脱炭素経営支援体制「今治モデル」
	スライド 3: 脱炭素経営支援体制「今治モデル」とは
	スライド 4: 県内２市町へ今治モデルを横展開
	スライド 5: 脱炭素経営支援体制「今治モデル」とは
	スライド 6

